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「
マ
レ
ー
シ
ア
―
―
そ
こ
に
は
本
物
の
ア
ジ
ア
が
あ
る
」。
こ
れ

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
国
外
の
観
光
客
向
け
に
掲
げ
て
い
る
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。「
本
物
の
ア
ジ
ア
」
と
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
マ

レ
ー
人
、
華
人
、
イ
ン
ド
人
な
ど
か
ら
成
る
多
民
族
社
会
で
、
各
民

族
が
出
身
地
で
あ
る
ア
ジ
ア
各
地
の
文
化
を
持
ち
寄
り
、
民
族
や
文

化
の
モ
ザ
イ
ク
状
の
社
会
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
自

然
豊
か
な
ボ
ル
ネ
オ
島
の
グ
ヌ
ン
・
ム
ル
洞
窟
群
と
キ
ナ
バ
ル
山
の

二
つ
の
世
界
自
然
遺
産
に
加
え
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
面
し
た
二
つ
の

古
都
で
あ
る
マ
ラ
ッ
カ
と
ペ
ナ
ン
（
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
）
の
歴
史
的

街
並
み
が
世
界
文
化
遺
産
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
に

は
ア
ジ
ア
各
地
に
起
源
を
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
訪
れ
、
各
民
族

が
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地
の
文
化
伝
統
を
維
持
し
た
ま
ま
隣
り
合
わ
せ

で
暮
ら
す
社
会
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
多
様
性
は
、
マ
レ
ー
シ

ア
社
会
の
魅
力
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
々
の
出
入
り
が
絶
え
な
い
状

況
で
ま
と
ま
り
の
あ
る
社
会
を
ど
の
よ
う
に
作
る
か
と
い
う
終
わ
り

の
な
い
課
題
を
マ
レ
ー
シ
ア
に
暮
ら
す
人
々
に
与
え
続
け
て
き
た
。

混
成
民
族
社
会
マ
レ
ー
シ
ア
の
形
成

一
五
一
一
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
っ
て
マ
ラ
ッ
カ
が
陥
落
す
る
ま

で
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
の
沿
岸
地
域
を
治
め
て
い
た
の
は
マ
ラ
ッ
カ
王

国
だ
っ
た
。『
ハ
ン
・
ト
ゥ
ア
』
で
は
、
マ
ラ
ッ
カ
の
ス
ル
タ
ン
の

忠
臣
ハ
ン
・
ト
ゥ
ア
が
ラ
イ
バ
ル
ら
の
奸
計
に
よ
り
ス
ル
タ
ン
の
怒

り
を
買
っ
て
死
刑
宣
告
を
受
け
、
こ
れ
に
怒
っ
た
ハ
ン
・
ト
ゥ
ア
の

親
友
の
ハ
ン
・
ジ
ュ
バ
が
ス
ル
タ
ン
に
背
く
と
、
ス
ル
タ
ン
は
ハ

ン
・
ト
ゥ
ア
に
恩
赦
を
与
え
て
ハ
ン
・
ジ
ュ
バ
の
討
伐
を
命
じ
た
。

ハ
ン
・
ト
ゥ
ア
と
ハ
ン
・
ジ
ュ
バ
の
行
動
は
、
忠
義
と
正
義
の
ど
ち

ら
を
重
ん
じ
る
か
と
い
う
マ
レ
ー
人
社
会
に
お
け
る
重
要
な
テ
ー
マ

を
含
ん
で
お
り
、
映
画
や
文
芸
作
品
で
繰
り
返
し
描
か
れ＊

１

、
学
校
の

道
徳
教
育
の
教
材
に
も
な
っ
て
い
る
。

一
八
世
紀
末
以
降
に
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
沿
岸
に
拠
点
を
形
成
し
た
イ

ギ
リ
ス
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
は
ボ
ル
ネ
オ
島
の
北
部
に
も
勢
力
圏

を
拡
大
し
た
。
ボ
ル
ネ
オ
島
の
サ
ラ
ワ
ク
に
赴
任
直
後
、
言
葉
や
習

『
チ
ュ
ッ
・
ニ
ャ
・
デ
ィ
ン
』…
…
①T

joet N
ja

� Dhien

、
②
エ
ロ
ス
・

ジ
ャ
ロ
ッ
ト
、
③
一
九
八
八
年
、
④
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
⑤
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
、
⑥
岩
波
ホ
ー
ル
（
一
九
九
〇
）。

『
テ
ィ
モ
ー
ル
島
ア
タ
ン
ブ
ア
３
９
℃
』…
…
①A

tam
bua 39 D

erajat 
Celcius

、
②
リ
リ
・
リ
ザ
、
③
二
〇
一
二
年
、
④
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
⑤

テ
ト
ゥ
ン
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
一
二
）。

『
デ
ニ
ア
ス
、
雲
の
上
の
歌
声
』…
…
①D

enias, Senandung di A
tas 

A
w

an

、
②
ジ
ョ
ン
・
デ
・
ラ
ン
タ
ウ
、
③
二
〇
〇
七
年
、
④
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
⑤
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
⑥
未
公
開
。

『
天
使
へ
の
手
紙
』…
…
①Surat untuk Bidadari

／Letter to an 
A

ngel

、
②
ガ
リ
ン
・
ヌ
グ
ロ
ホ
、
③
一
九
九
二
年
、
④
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
⑤
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
一
九
九
四
）。

『
動
物
園
か
ら
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
』…
…
①K

ebun Binatang

〔
動
物
園
〕

／Postcards from
 the Zoo

、
②
エ
ド
ウ
ィ
ン
、
③
二
〇
一
二
年
、

④
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
⑤
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二

〇
一
二
年
）。

『
ナ
ガ
ボ
ナ
ー
ル
将
軍
』…
…
①N

aga Bonar

〔
ナ
ガ
ボ
ナ
ー
ル
〕、
②
ム

ル
タ
ダ
・
リ
シ
ャ
フ
、
③
一
九
八
七
年
、
④
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
⑤
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
⑥
国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
映
画
祭
（
一

九
九
八
）。

『
ビ
ク
ト
リ
ア
公
園
の
日
曜
の
朝
』…
…
①M

inggu Pagi di V
ictoria 

Park

、
②
ロ
ラ
・
ア
マ
リ
ア
、
テ
ィ
テ
ィ
ン
・
ワ
テ
ィ
メ
ナ
、
③
二
〇

一
〇
年
、
④
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
⑤
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
広
東
語
、
英

語
、
⑥
未
公
開
。

『
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・
デ
イ
ズ
』…
…
①A

da A
pa dengan Cinta?

〔
チ

ン
タ
に
何
が
あ
っ
た
の
か
〕、
②
ル
デ
ィ
・
ス
ジ
ャ
ル
ウ
ォ
、
③
二
〇

〇
二
年
、
④
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
⑤
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
⑥
劇
場
公
開

（
二
〇
〇
五
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
枕
の
上
の
葉
』…
…
①D

aun di A
tas Bantal

、
②
ガ
リ
ン
・
ヌ
グ
ロ

ホ
、
③
一
九
九
八
年
、
④
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
⑤
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
⑥

岩
波
ホ
ー
ル
（
一
九
九
九
）。

『
身
代
わ
り
の
年
』…
…
①T

he Y
ear of Living V

icariously

、
②
ア
ミ

ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
、
③
二
〇
〇
五
年
、
④
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
⑤
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
⑥
未
公
開
。

『
三
つ
の
祈
り　

三
つ
の
愛
』…
…
①3 D

oa 3 Cinta

、
②
ヌ
ル
マ
ン
・
ハ

キ
ム
、
③
二
〇
〇
八
年
、
④
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
⑤
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、

⑥
未
公
開
。

『
夜
明
け
の
攻
撃
』…
…
①Serangan Fajar

、
②
ア
リ
フ
ィ
ン
・
ヌ
ル
、
③

一
九
八
一
年
、
④
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
⑤
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
⑥
未
公
開
。

『
私
の
祖
国
』…
…
①T

anah A
ir Beta

（
※Beta

は
東
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

地
域
の
言
葉
）、
②
ア
リ
・
シ
ハ
サ
レ
、
③
二
〇
一
〇
年
、
④
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
⑤
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
⑥
未
公
開
。

『
私
を
中
国
人
と
呼
ば
な
い
で
』…
…
①Jangan Panggil A

ku Cina

／

D
on

�t Call M
e Chinese

、
②
ド
デ
ィ
・
ジ
ャ
ナ
ス
、
③
二
〇
〇
三

年
、
④
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
⑤
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
⑥
未
公
開
。

著
者
紹
介

二
〇
〇
頁
に
掲
載
。

映像を通じた
「本物のアジア」の模索

山本博之

【マレーシア】
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の
面
で
影
響
を
持
つ
が
、
特
に
こ
れ
か
ら
大
人
に
な
ろ
う
と
す
る
高

校
生
の
少
年
少
女
に
と
っ
て
、
自
分
の
進
路
と
結
び
つ
い
て
重
要
な

問
題
と
な
る
。
小
学
六
年
、
中
学
三
年
、
高
校
二
年
、
大
学
進
学
予

備
課
程
二
年
、
そ
し
て
大
学
へ
と
進
む
マ
レ
ー
シ
ア
の
公
教
育
制
度

で
は
、
高
校
二
年
の
修
了
時
に
マ
レ
ー
シ
ア
教
育
修
了
証
書
試
験

（
Ｓ
Ｐ
Ｍ
）
と
呼
ば
れ
る
全
国
統
一
の
試
験
を
受
け
る
。
そ
の
成
績

に
よ
っ
て
大
学
進
学
や
就
職
な
ど
の
進
路
が
は
っ
き
り
と
分
か
れ
る

た
め
、
Ｓ
Ｐ
Ｍ
は
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
の
誰
も
が
経
験
す
る
一
七
歳
の

試
練
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
試
験
の
成
績
で
す
べ
て
決
ま
る
わ

け
で
は
な
く
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
で
あ
る
マ
レ
ー
人
は
大
学
進
学
や
就
職

で
優
遇
さ
れ
る
た
め
、
華
人
や
イ
ン
ド
人
は
潜
在
的
な
不
公
平
感
を

抱
く
こ
と
に
な
る
。
高
校
生
が
「
タ
レ
ン
タ
イ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
芸

能
コ
ン
テ
ス
ト
の
決
勝
に
向
け
て
競
い
合
う
『
タ
レ
ン
タ
イ
ム
』

で
、
華
人
の
カ
ー
ホ
ウ
が
試
験
で
の
公
正
性
を
と
て
も
気
に
し
、
マ

レ
ー
人
の
ハ
フ
ィ
ズ
に
「
お
前
た
ち
は
お
情
け
で
点
数
が
も
ら
え

る
」
と
突
っ
か
か
っ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
事
情
と
重
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、『
タ
レ
ン
タ
イ
ム
』
と
同
じ
地
方
都
市
イ
ポ
ー
を
舞
台
と
す

る
前
述
の
『
グ
ッ
バ
イ
・
ボ
ー
イ
ズ
』
で
は
、
夜
、
薄
明
か
り
の
中

で
少
年
た
ち
が
卒
業
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
つ
い
て
話
を
し
、
民

族
や
家
業
に
よ
っ
て
問
題
の
捉
え
方
が
ま
る
で
違
っ
て
い
る
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
。
華
人
で
家
庭
が
裕
福
で
な
け
れ
ば
Ｓ
Ｐ
Ｍ
の
成
績

に
自
分
と
家
族
の
将
来
が
か
か
る
。
あ
る
程
度
の
成
績
を
収
め
て
も

華
人
だ
と
大
学
進
学
の
機
会
は
限
ら
れ
て
お
り
、『
細
い
目
』
の

ジ
ェ
イ
ソ
ン
の
よ
う
に
海
賊
版
Ｃ
Ｄ
を
売
っ
た
り
、『Rain 

D
ogs

』
の
兄
ホ
ン
の
よ
う
に
都
会
に
出
て
非
合
法
の
仕
事
に
手
を

染
め
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。『
グ
ッ
バ
イ
・

ボ
ー
イ
ズ
』
で
、
少
年
の
一
人
が
行
軍
の
途
中
で
荷
物
の
重
さ
に
耐

え
切
れ
ず
に
音
を
上
げ
る
の
は
、
試
験
準
備
の
参
考
書
を
い
っ
ぱ
い

詰
め
込
ん
だ
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
が
重
い
せ
い
だ
け
で
な
く
、
Ｓ
Ｐ
Ｍ

受
験
に
対
す
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
大
き
さ
の
せ
い
で
も
あ
る＊

８

。

マ
レ
ー
シ
ア
映
画
の
混
成
民
族
化

一
九
五
〇
年
代
に
歌
手
、
作
曲
家
、
俳
優
、
監
督
と
し
て
活
躍

し
、「
マ
レ
ー
シ
ア
芸
能
の
父
」
と
称
さ
れ
、
お
色
気
や
お
化
け
や

ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
の
娯
楽
要
素
を
詰
め
込
ん
だ
映
画
作
品
を
作
り
続

け
て
き
た
Ｐ
・
ラ
ム
リ
ー
が
一
九
七
三
年
に
亡
く
な
る
と＊

９

、
マ
レ
ー

シ
ア
映
画
の
黄
金
時
代
は
い
っ
た
ん
幕
を
閉
じ
、
映
画
の
制
作
と
公

開
へ
の
規
制
が
強
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
九
八
一
年
に
設
立
さ
れ
た

マ
レ
ー
シ
ア
映
画
振
興
公
社
（
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ
）
の
も
と
、
マ
レ
ー
シ

ア
社
会
の
健
全
な
発
展
を
妨
げ
る
と
み
な
さ
れ
た
場
面
は
削
除
が
求

め
ら
れ
、
ま
た
、
国
産
映
画
の
振
興
の
た
め
、
国
語
（
マ
レ
ー
語
）

以
外
の
言
葉
が
一
定
以
上
使
わ
れ
て
い
る
映
画
は
外
国
映
画
扱
い
と

さ
れ
、
国
産
映
画
に
認
め
ら
れ
て
い
る
国
内
劇
場
で
の
一
定
期
間
の

上
映
保
障
の
対
象
外
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
多
民

族
社
会
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
時
期
に
国
内
で
製
作
さ
れ
た
映
画

は
、
マ
レ
ー
人
し
か
登
場
せ
ず
、
会
話
に
マ
レ
ー
語
し
か
出
て
こ
な

慣
を
覚
え
る
た
め
に
ベ
ッ
ド
を
共
に
す
る
「
現
地
妻
」
を
あ
て
が
わ

れ
て
戸
惑
う
若
い
イ
ギ
リ
ス
人
植
民
地
官
吏
を
登
場
さ
せ
た
『
ス

リ
ー
ピ
ン
グ
・
デ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ー
』
で
は
、
西
洋
人
に
よ
る
文
明

化
と
い
う
責
務
意
識
の
裏
で
、
サ
ラ
ワ
ク
の
人
々
が
イ
ギ
リ
ス
人
に

統
治
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
せ
な
が
ら
イ
ギ
リ
ス
人
を
出
し
ぬ
い
て

自
分
た
ち
の
欲
求
を
実
現
さ
せ
て
い
る
様
子
も
描
か
れ
て
い
る＊

２

。

イ
ギ
リ
ス
人
は
、
植
民
地
の
経
済
開
発
の
た
め
、
ス
ズ
鉱
山
の
労

働
者
と
し
て
中
国
人
を
、
ゴ
ム
農
園
の
労
働
者
と
し
て
イ
ン
ド
人

（
タ
ミ
ル
人
）
を
マ
ラ
ヤ
（
半
島
部
マ
レ
ー
シ
ア
）
に
大
量
に
労
働
移

民
さ
せ
、
こ
れ
が
今
日
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
複
合
民
族
社
会
の
も
と
と

な
っ
た
。
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
の
ス
ズ
鉱
山
が
操
業
を
終
え
て
お

り
、
観
光
開
発
さ
れ
た
一
部
の
跡
地
を
除
き
、
多
く
は
打
ち
捨
て
ら

れ
た
ま
ま
池
に
な
っ
て
い
る
。
高
校
卒
業
を
控
え
て
五
日
間
で
一
〇

〇
キ
ロ
の
距
離
を
歩
い
て
往
復
す
る
旅
に
出
発
し
た
八
人
の
少
年
た

ち
を
描
い
た
『
グ
ッ
バ
イ
・
ボ
ー
イ
ズ
』
で
は
、
少
年
た
ち
が
行
軍

す
る
砂
漠
の
よ
う
な
ス
ズ
鉱
山
跡
地
や
、
た
ど
り
着
い
た
先
に
打
ち

捨
て
ら
れ
た
ス
ズ
浚
渫
船
が
、
か
つ
て
栄
華
を
誇
っ
た
ス
ズ
採
掘
が

既
に
終
わ
っ
た
産
業
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
し
て
都
会
や
外
国

に
行
こ
う
と
す
る
少
年
た
ち
の
心
象
と
重
な
っ
て
い
る＊

３

。
ゴ
ム
農
園

は
独
立
後
も
経
営
が
続
い
て
お
り
、
ゴ
ム
農
園
の
中
で
人
生
の
多
く

を
過
ご
す
イ
ン
ド
人
も
少
な
く
な
い
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
製
作
さ
れ
た

初
の
タ
ミ
ル
語
映
画
で
あ
る
『
砂
利
の
道
』
は
、
ゴ
ム
農
園
が
舞
台

で
、
な
ん
と
か
し
て
ゴ
ム
農
園
か
ら
外
の
世
界
に
出
て
い
き
た
い

が
、
誰
か
が
一
人
だ
け
外
の
世
界
に
行
く
の
は
い
や
だ
と
思
っ
て
い

る
人
々
の
話
だ
。
そ
こ
で
は
、
女
性
に
は
高
い
教
育
は
必
要
な
く
、

中
学
か
高
校
を
出
れ
ば
十
分
で
、
そ
の
後
は
働
い
て
家
族
を
助
け
る

べ
き
と
い
う
考
え
方
が
支
配
的
だ
。
ゴ
ム
農
園
で
働
く
一
家
の
娘
で

学
業
優
秀
な
シ
ャ
ン
タ
は
高
校
の
先
生
に
大
学
進
学
を
勧
め
ら
れ
、

そ
の
こ
と
が
家
族
や
農
園
で
の
人
間
関
係
に
影
響
を
与
え
て
い
く＊

４

。

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
日
本
軍
に
よ
る
約
三
年
半
の
統
治
を
経
て＊

５
、

マ
ラ
ヤ
は
再
び
イ
ギ
リ
ス
の
統
治
下
に
入
っ
た＊

６

。
一
九
五
七
年
に
マ

ラ
ヤ
連
邦
が
独
立
し
、
一
九
六
三
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ボ
ル
ネ
オ

島
の
サ
バ
と
サ
ラ
ワ
ク
が
合
流
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
が
結
成
さ
れ
た

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
一
九
六
五
年
に
分
離
独
立
し
た
）。
独
立
に
よ
り

現
地
人
に
よ
る
統
治
と
開
発
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の

過
程
で
、
半
島
部
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
民
は
原
則
と
し
て
マ
レ
ー
人
、

華
人
、
イ
ン
ド
人
の
い
ず
れ
か
に
属
す
こ
と
と
さ
れ
、
三
つ
の
民
族

の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
人
や
混
血
者
は
居
場
所
を
見
失
う
こ
と
に

な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
六
九
年
に
総
選
挙
で
の
野
党
の
躍
進
を
引
き

が
ね
に
し
て
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
生
じ
た
「
五
月
一
三
日
事
件
」

と
呼
ば
れ
る
民
族
暴
動
は
、
政
府
発
表
で
一
九
六
人
が
死
亡
す
る
マ

レ
ー
シ
ア
史
上
未
曾
有
の
惨
事
と
な
り＊

７

、
こ
れ
を
契
機
に
、
一
九
七

一
年
に
は
マ
レ
ー
人
と
他
の
先
住
諸
族
を
「
ブ
ミ
プ
ト
ラ
」（
土
地

の
子
）
と
し
て
進
学
や
就
職
で
優
遇
す
る
新
経
済
政
策
（
通
称
「
ブ

ミ
プ
ト
ラ
政
策
」）
が
導
入
さ
れ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
民
族
の
違
い
は
社
会
生
活
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
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す
る
。
兄
が
提
案
す
る
骨
董
品
は
伝
統
文
化
の
継
承
、
弟
が
目
論
む

ツ
バ
メ
の
巣
は
自
然
環
境
の
保
護
に
も
見
え
る
が
、
ど
ち
ら
も
裏
に

金
儲
け
が
張
り
付
い
て
お
題
目
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

映
像
を
通
じ
た
「
本
物
の
ア
ジ
ア
」
の
模
索

二
二
年
に
わ
た
っ
て
マ
レ
ー
シ
ア
政
治
を
率
い
て
き
た
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
首
相
が
二
〇
〇
三
年
に
退
陣
し
、
二
〇
〇
七
年
に
独
立
五

〇
周
年
を
迎
え
た
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
強
権
発
動
に
よ
る
民
族
対
立

の
回
避
と
そ
の
た
め
の
経
済
開
発
を
最
優
先
と
し
て
き
た
国
作
り
を

見
直
す
動
き
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
の
総
選
挙
で
野
党

勢
力
が
躍
進
し
た
の
を
機
に
、
政
府
は
国
民
に
対
す
る
管
理
を
強
化

し
て
き
た
政
策
を
一
部
緩
和
し
、
映
画
業
界
で
も
マ
レ
ー
語
以
外
の

言
語
が
含
ま
れ
て
も
劇
場
公
開
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
の
変
化
が
見
ら

れ
る
。
世
界
的
に
知
ら
れ
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
映
画
監
督
で
あ
る
ヤ
ス

ミ
ン
・
ア
フ
マ
ド
が
二
〇
〇
九
年
に
亡
く
な
っ
た
後
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
映
画
製
作
は
、
国
際
合
作
や
短
編
作
品
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
形
を
取
っ
て
発
展
し
て
い
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
マ
レ
ー
人
、
華
人
、
イ
ン
ド
人
の
三
民
族
を
公
認

の
民
族
と
し
、
そ
れ
以
外
の
人
々
は
「
そ
の
他
」
扱
い
さ
れ
て
き
た

が
、
サ
バ
州
の
地
元
映
画
が
製
作
さ
れ
た
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ン

ド
人
に
よ
る
タ
ミ
ル
語
映
画
が
製
作
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
小
規
模

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
対
象
に
劇
場
公
開
を
前
提
と
し
な
い
映
画
作
品

も
多
く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る＊

16

。
ま
た
、
近
隣
諸
国
か
ら
の

移
民
労
働
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
労
働
者
を
登
場
さ
せ
た
『
黒
い
眼
の
オ

ペ
ラ＊

17

』
や
、
日
本
に
行
き
た
い
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
少
女
の
渡
航
資
金

稼
ぎ
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
働
く
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
労
働
者
が
絡
む
『
タ
イ

ガ
ー
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
』
の
よ
う
に
、
移
民
労
働
者
に
積
極
的
に
目

を
向
け
た
作
品
も
作
ら
れ
て
お
り＊

18

、
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
は
全
体
で

「
ア
ジ
ア
の
縮
図
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
古
よ
り
「
文
明
の
交

わ
り
の
地
」
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
が
飛
び

交
う
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
の
映
画
が
作
ら
れ
、
映
像
を
通
じ
た

「
本
物
の
ア
ジ
ア
」
の
模
索
が
こ
れ
か
ら
も
続
く
こ
と
だ
ろ
う
。

◉
注

＊	

１	

約
五
億
円
の
費
用
を
か
け
て
制
作
さ
れ
た
『
レ
ダ
ン
山
の
王
女
』

で
は
、
ジ
ャ
ワ
の
マ
ジ
ャ
パ
ヒ
ト
王
国
の
王
女
が
ハ
ン
・
ト
ゥ
ア
に
思

い
を
寄
せ
た
が
、
マ
ラ
ッ
カ
王
国
の
ス
ル
タ
ン
が
王
女
と
の
結
婚
を
求

め
、
ス
ル
タ
ン
の
命
を
受
け
た
ハ
ン
・
ト
ゥ
ア
が
レ
ダ
ン
山
に
籠
る
王

女
に
ス
ル
タ
ン
と
の
結
婚
を
受
け
入
れ
る
よ
う
説
得
す
る
物
語
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
物
語
で
ハ
ン
・
ト
ゥ
ア
は
忠
義
と
恋
愛
の
板
挟
み
に
な

る
が
、
こ
の
物
語
の
も
と
と
な
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
民
間
伝
承
「
レ
ダ

ン
山
の
王
女
」
に
は
ハ
ン
・
ト
ゥ
ア
と
王
女
の
恋
愛
関
係
は
登
場
し
な

い
。

＊	

２	

太
平
洋
戦
争
中
に
北
ボ
ル
ネ
オ
（
サ
バ
）
の
ケ
ニ
ン
ガ
ウ
県
知
事

と
な
っ
た
山
崎
釼
二
の
例
の
よ
う
に
、
統
治
者
と
し
て
現
地
に
駐
在
し

た
男
性
が
「
現
地
妻
」
を
持
つ
こ
と
は
西
洋
人
だ
け
の
慣
行
で
は
な

か
っ
た
。
詳
し
く
は
（
山
崎 

二
〇
一
二 ; 

山
本 

二
〇
〇
六
）
を
参
照
。

い
単
一
民
族
的
な
作
品
ば
か
り
と
な
っ
た
。

一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
へ
の
挑
戦
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
経
済
開
発
が
進
む
一
方
で
、
政
府
に
よ
る
経
済

開
発
政
策
の
恩
恵
を
被
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
な
か
で

も
、
民
族
や
地
方
に
よ
っ
て
状
況
が
異
な
る
こ
と
を
積
極
的
に
描
い

た
作
品
が
登
場
し
た
。『
闘
牛
師
』
は
タ
イ
と
国
境
を
接
す
る
ク
ラ

ン
タ
ン
州
の
マ
レ
ー
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
対
立
を
地
元
の
風

習
で
あ
る
闘
牛
と
重
ね
て
描
き
、『
放
火
犯
』
は
マ
レ
ー
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
な
か
で
ジ
ャ
ワ
文
化
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
周
囲
と
摩
擦

を
生
む
親
子
に
焦
点
を
当
て
た＊

10

。『
ラ
ス
ト
・
マ
レ
ー
ウ
ー
マ
ン
』

で
は
、
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
住
み
西
洋
文
化
の
影
響
を
大
き

く
受
け
た
劇
作
家
が
自
ら
の
マ
レ
ー
人
性
を
確
認
し
よ
う
と
東
海
岸

の
マ
レ
ー
漁
村
を
訪
れ
、
出
会
っ
た
マ
レ
ー
人
女
性
を
巡
っ
て
地
元

の
イ
ス
ラ
ム
急
進
主
義
者
と
対
立
す
る＊

11

。

こ
の
流
れ
は
、
華
人
を
は
じ
め
と
す
る
マ
レ
ー
シ
ア
社
会
の
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
に
積
極
的
に
目
を
向
け
、
多
民
族
状
況
を
描
く
作
品
の
登

場
に
つ
な
が
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
ア
ミ
ー
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド＊

12

に
始
ま
る
「
マ
レ
ー
シ
ア
新
潮
流
」
の
監
督
作
品
が
そ
れ
で
、
な
か

で
も
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ
マ
ド
が
制
作
し
た
長
編
六
作
品
は
、
国
際
映

画
祭
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る＊

13

。

ア
ミ
ー
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
と
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ
マ
ド
は
ど
ち
ら
も

マ
レ
ー
人
ム
ス
リ
ム
だ
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
新
潮
流
の
担
い
手
は
華
人

監
督
が
多
く
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
華
人
社
会
を
描
い
た
作
品
が
多
く
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た＊

14

。
そ
れ
ら
の
作
品
で
は
、
華
語
（
マ
ン
ダ
リ

ン
）
だ
け
で
な
く
、
広
東
語
や
福
建
語
な
ど
の
中
国
語
方
言
も
話
さ

れ
て
い
る
。

独
立
後
の
マ
ラ
ヤ
連
邦
（
一
九
六
三
年
以
降
は
マ
レ
ー
シ
ア
）
で

は
マ
レ
ー
語
を
国
語
と
し
、
公
立
学
校
で
の
教
授
言
語
も
、
小
学
校

で
は
マ
レ
ー
語
、
華
語
、
タ
ミ
ル
語
の
学
校
を
残
し
、
中
学
校
以
上

で
は
一
九
七
六
年
か
ら
徐
々
に
マ
レ
ー
語
に
切
り
替
え
、
一
九
八
二

年
ま
で
に
中
等
教
育
で
は
基
本
的
に
マ
レ
ー
語
で
教
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
他
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
の
経
験
か
ら
、
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
英
語
が
通
じ
る
率
が
高
く
、
都
市
部
で
は
英
語
を
母

語
と
し
て
家
庭
内
で
も
英
語
を
話
す
人
々
も
い
る
。
ま
た
、
家
庭
内

や
同
じ
民
族
の
間
で
は
民
族
語
や
地
方
ご
と
の
民
族
共
通
語
を
話
す

こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
華
人
の
民
族
語
は
華
語
だ
が
、
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
の
広
東
語
、
ペ
ナ
ン
の
福
建
語
、
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
の
客
家
語

の
よ
う
に
地
方
ご
と
に
優
勢
の
中
国
語
方
言
が
あ
り
、
家
庭
で
は
別

の
中
国
語
方
言
を
使
っ
て
い
て
も
街
で
は
そ
の
地
方
の
中
国
語
方
言

を
使
う
こ
と
も
あ
る＊

15

。

マ
レ
ー
シ
ア
の
華
人
家
庭
で
は
中
国
語
方
言
を
使
う
こ
と
が
一
般

的
な
の
で
、
家
庭
で
も
中
国
語
方
言
を
使
わ
な
く
な
っ
て
祖
父
母
と

孫
の
間
で
言
葉
が
通
じ
な
く
な
っ
て
い
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ほ
ど
深
刻

で
は
な
い
が
、
言
葉
を
含
め
た
世
代
間
の
文
化
の
継
承
は
マ
レ
ー
シ

ア
華
人
の
課
題
で
あ
り
続
け
て
い
る
。『
鳥
屋
』
で
は
、
マ
ラ
ッ
カ

に
先
祖
代
々
伝
わ
る
古
民
家
の
改
築
の
仕
方
を
巡
っ
て
兄
弟
が
対
立
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に
よ
る
銃
乱
射
事
件
を
題
材
に
し
た
セ
ミ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の

『
ビ
ッ
グ
・
ド
リ
ア
ン
』
が
あ
る
。

＊	

13	

マ
レ
ー
人
少
女
オ
ー
キ
ッ
ド
が
華
人
少
年
の
ジ
ェ
イ
ソ
ン
と
出
会

う
『
細
い
目
』、
オ
ー
キ
ッ
ド
が
ジ
ェ
イ
ソ
ン
と
結
ば
れ
る
『
グ
ブ

ラ
』、
オ
ー
キ
ッ
ド
の
少
女
時
代
の
初
恋
を
描
い
た
『
ム
ク
シ
ン
』
の

オ
ー
キ
ッ
ド
三
部
作
、
オ
ー
キ
ッ
ド
の
両
親
の
物
語
『
ラ
ブ
ン
』、
ロ

ハ
ニ
と
ロ
ハ
ナ
の
マ
レ
ー
人
ム
ス
リ
ム
姉
妹
と
華
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

家
族
の
物
語
『
ム
ア
ラ
フ
―
―
改
心
』、
マ
レ
ー
人
ム
ス
リ
ム
の
メ
ル
ー

と
イ
ン
ド
人
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
マ
ヘ
シ
ュ
の
恋
愛
を
描
い
た
『
タ
レ
ン

タ
イ
ム
』
の
六
作
品
。
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ
マ
ド
の
作
品
に
つ
い
て
は
本

特
集
第
Ⅱ
部
の
山
本
論
文
を
参
照
。
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
文
化
研
究
会
に

よ
る
「
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
文
化
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
も
あ
わ
せ
て
参
照
さ

れ
た
い
。

＊	

14	

華
人
の
監
督
に
は
、
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ
マ
ド
の
「
盟
友
」
ホ
ー
・

ユ
ー
ハ
ン
（
何
宇
恒
）、
二
〇
〇
四
年
に
ア
ミ
ー
ル
・
ム
ハ
マ
ド
と
と

も
に
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
大
荒
電
影
（D

a H
uang Pictures

）
を
立

ち
上
げ
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
リ
ー
（
リ
ー
・
テ
ィ
ム
ヘ
ン
／
李
添
興
）、

タ
ン
・
チ
ュ
イ
ム
イ
（
陳
翠
梅
）、
リ
ウ
・
セ
ン
タ
ッ
ト
（
劉
城
達
）、

日
本
在
住
の
リ
ム
・
カ
ー
ワ
イ
（
林
家
威
）
ら
が
い
る
。
ホ
ー
・
ユ
ー

ハ
ン
と
タ
ン
・
チ
ュ
イ
ム
イ
に
つ
い
て
は
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
文
化
研
究

会
の
「
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
文
化
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
も
参
照
さ
れ
た
い
。

＊	

15	

『
細
い
目
』
の
キ
オ
ン
は
両
親
が
福
建
人
な
の
で
家
で
は
福
建
語
を

話
す
が
、
舞
台
で
あ
る
イ
ポ
ー
で
は
広
東
語
が
共
通
語
な
の
で
広
東
語

も
話
す
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

＊	

16	

本
文
で
紹
介
し
た
『
砂
利
の
道
』
と
『
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ベ
ル
』

の
ほ
か
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ン
ド
人
に
よ
る
映
画
製
作
も
行
わ
れ
て
い

る
（
映
画
専
門
大
学
院
大
学
の
深
尾
淳
一
氏
の
調
査
研
究
に
よ
る
）。

サ
バ
州
で
は
先
住
民
の
カ
ダ
ザ
ン
ド
ゥ
ス
ン
人
（
ス
ン
ガ
イ
人
）
で
あ

る
ア
ブ
バ
カ
ル
・
エ
ラ
に
よ
る
『
オ
ラ
ン
・
キ
タ
』
と
『
Ｐ
Ｔ
Ｉ　

不

法
恋
愛
』
が
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
サ
バ
の
地
元
映
画
に
つ
い
て
は

（Lim
 &

 Y
am

am
oto 2011

）
の
山
本
論
文
を
参
照
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

や
社
会
的
弱
者
を
扱
っ
た
映
画
と
し
て
は
、
チ
ョ
ー
キ
ッ
ト
地
区
の
女

装
し
た
セ
ッ
ク
ス
ワ
ー
カ
ー
を
対
象
に
し
た
『
ブ
カ
・
ア
ピ
』
が
あ

る
。
ま
た
、
ヤ
ス
ミ
ン
作
品
の
ミ
ュ
ー
ズ
、
シ
ャ
リ
フ
ァ
・
ア
マ
ニ
が

自
ら
監
督
と
な
っ
た
短
編
『
サ
ン
カ
ル
』
を
含
む
女
性
監
督
に
よ
る
短

編
集
「H

erstory

」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。

＊	

17	

本
特
集
第
Ⅱ
部
の
野
澤
論
文
を
参
照
。

＊	

18	

南
部
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
職
を
求
め
て
マ
レ
ー
シ
ア
に
密
航
さ
せ
ら

れ
る
少
女
た
ち
が
サ
バ
に
上
陸
す
る
ま
で
の
ド
ラ
マ
を
描
い
た
『
海
の

道
』
で
は
、
少
女
た
ち
を
食
い
物
に
し
よ
う
と
す
る
送
り
出
し
国
側
の

大
人
た
ち
の
様
子
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。
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＊	

３	

ス
ズ
鉱
山
の
跡
地
は
『
鳥
屋
』
で
も
過
去
の
栄
華
の
跡
を
示
す
上

で
象
徴
的
に
登
場
し
て
い
る
。

＊	
４	
『
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ベ
ル
』
は
、『
砂
利
の
道
』
と
同
じ
監
督
の
第
二

作
で
、
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
イ
ン
ド
人
集
住
地
区
と
し
て
知
ら

れ
る
ブ
リ
ッ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
で
暮
ら
す
イ
ン
ド
人
家
族
が
登
場
す
る
。

『
砂
利
の
道
』
と
は
物
語
上
の
繋
が
り
は
な
い
が
、『
砂
利
の
道
』
で
教

育
に
よ
り
ゴ
ム
農
園
の
外
に
出
て
行
こ
う
と
し
て
成
功
し
た
人
た
ち
が

都
会
で
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
か
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る
。

＊	

５	

日
本
軍
政
を
扱
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
映
画
に
は
『
ハ
ッ
サ
ン
軍

曹
』
や
『
ア
ド
ナ
ン
中
尉
』
な
ど
が
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
に
描
か

れ
た
日
本
人
に
つ
い
て
は
（
門
間 

一
九
九
六
）
を
参
照
。

＊	

６	

第
二
次
世
界
大
戦
前
の
一
九
三
八
年
に
シ
ョ
ウ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が

映
画
会
社
を
設
立
し
て
い
た
が
、
日
本
軍
政
期
後
に
は
一
九
四
七
年
の

マ
レ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
活
動
再
開
か
ら
映
画
製
作

が
本
格
化
し
、
そ
の
五
年
後
に
は
キ
ャ
セ
イ
・
ク
リ
ス
・
フ
ィ
ル
ム
・

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
設
立
さ
れ
、
二
大
ス
タ
ジ
オ
が
競
い
合
う
中
で
マ

レ
ー
シ
ア
映
画
が
隆
盛
時
代
を
迎
え
た
。

＊	

７	

五
月
一
三
日
事
件
に
つ
い
て
公
の
場
で
語
る
こ
と
は
マ
レ
ー
シ
ア

社
会
で
長
く
タ
ブ
ー
扱
い
さ
れ
て
き
た
が
、
シ
ュ
ハ
イ
ミ
・
バ
バ
は
こ

の
事
件
を
題
材
に
し
た
『
王
子
の
証
』
を
製
作
し
た
。

＊	

８	

『
グ
ッ
バ
イ
・
ボ
ー
イ
ズ
』
と
同
じ
監
督
に
よ
る
『
ゴ
ー
ル
と
口

紅
』
は
、
自
分
を
振
っ
た
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
心
を
取
り
戻
そ
う
と
フ
ッ

ト
サ
ル
の
女
子
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
挑
む
プ
ト
リ
の

物
語
だ
が
、
プ
ト
リ
の
チ
ー
ム
や
ラ
イ
バ
ル
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

を
通
じ
て
都
会
で
暮
ら
す
マ
レ
ー
人
少
女
た
ち
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ
マ
ド
の

『
ム
ク
シ
ン
』
で
は
少
年
少
女
の
目
を
通
し
て
、『
ラ
ブ
ン
』
で
は
都
会

に
暮
ら
す
マ
レ
ー
人
老
夫
婦
の
か
す
ん
だ
目
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
マ

レ
ー
人
農
村
が
描
か
れ
、
ど
ち
ら
の
作
品
に
も
隣
人
の
マ
レ
ー
人
女
性

に
よ
る
妬
み
と
（
ホ
ー
・
ユ
ー
ハ
ン
演
じ
る
）
華
人
業
者
が
村
に
入
り

込
ん
で
い
る
様
子
が
共
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

＊	

９	

一
九
六
七
年
に
シ
ョ
ウ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
、
一
九
七
二
年
に
キ
ャ
セ

イ
・
フ
ィ
ル
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ジ
オ
を
閉
鎖
し
た
。

＊	

10	

一
九
九
〇
年
代
の
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
を
率
い
た
女
性
監
督
の
シ
ュ

ハ
イ
ミ
・
バ
バ
は
、
フ
ァ
テ
ィ
マ
・
ア
ブ
バ
カ
ル
、
イ
ダ
・
ネ
リ
ナ
、

ハ
リ
ス
・
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
な
ど
の
「
シ
ュ
ハ
イ
ミ
組
」
の
役
者
に
よ
る

『
ベ
ー
ル
の
人
生
』
な
ど
の
作
品
を
作
っ
た
。
後
に
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ

マ
ド
は
、
フ
ァ
テ
ィ
マ
・
ア
ブ
バ
カ
ル
の
娘
シ
ャ
リ
フ
ァ
・
ア
マ
ニ
を

主
人
公
オ
ー
キ
ッ
ド
に
、
イ
ダ
・
ネ
リ
ナ
と
ハ
リ
ス
・
イ
ス
カ
ン
ダ
ル

を
そ
の
両
親
役
に
し
た
『
細
い
目
』『
グ
ブ
ラ
』
を
制
作
し
、「
シ
ュ
ハ

イ
ミ
組
」
を
受
け
継
い
だ
。
シ
ュ
ハ
イ
ミ
・
バ
バ
は
、
マ
ラ
ヤ
連
邦
独

立
を
扱
っ
た
『
一
九
五
七
年  

マ
ラ
ヤ
の
心
』
や
一
九
六
九
年
の
五
月

一
三
日
事
件
を
題
材
に
し
た
『
王
子
の
証
』
な
ど
の
歴
史
作
品
を
制
作

し
て
い
る
。

＊	

11	

イ
ス
ラ
ム
教
と
の
関
連
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
長
く
お
化
け
映

画
の
製
作
が
認
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
四
年
に
シ
ュ
ハ
イ

ミ
・
バ
バ
が
『
月
下
美
人
と
吸
血
女
』
を
製
作
し
、
こ
れ
に
よ
り
三
〇

年
に
及
ぶ
ホ
ラ
ー
停
止
が
打
ち
破
ら
れ
、
そ
の
後
の
ホ
ラ
ー
映
画
の
大

量
出
現
を
招
い
た
。
東
南
ア
ジ
ア
映
画
に
お
け
る
ホ
ラ
ー
の
意
味
に
つ

い
て
は
（
四
方
田 

二
〇
〇
九
）
を
参
照
。

＊	

12	

一
九
八
七
年
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
発
生
し
た
マ
レ
ー
人
警
官
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エ
ラ
、
③
二
〇
〇
二
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
⑥
未
公
開
。

『
グ
ッ
バ
イ
・
ボ
ー
イ
ズ
』…
…
①Goodbye Boys

、
②
バ
ー
ナ
ー
ド
・

チ
ョ
ウ
リ
ー
、
③
二
〇
〇
六
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
広
東
語
、
英

語
、
マ
レ
ー
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
六
）。

『
グ
ブ
ラ
』…
…
①Gubra

〔
惑
乱
〕、
②
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ
マ
ド
、
③
二

〇
〇
六
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
英
語
、
広
東
語
、
⑥
東

京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
六
）。

『
黒
い
眼
の
オ
ペ
ラ
』…
…
①
黒
眼
圏
〔
目
の
周
り
の
青
あ
ざ
〕
／I D

on

�t 
W

ant to Sleep A
lone

、
②
ツ
ァ
イ
・
ミ
ン
リ
ャ
ン
（
蔡
明
亮
）、
③

二
〇
〇
六
年
、
④
台
湾
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
⑤
華
語
、
マ

レ
ー
語
、
ベ
ン
ガ
ル
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
二
〇
〇
七
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
月
下
美
人
と
吸
血
女
』…
…
①Pontianak H

arum
 Sundal M

alam

〔
月
下
香
の
ポ
ン
テ
ィ
ア
ナ
ッ
ク
〕、
②
シ
ュ
ハ
イ
ミ
・
バ
バ
、
③
二
〇

〇
四
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
⑥
ア
ジ
ア
太
平
洋
映
画
祭

（
二
〇
〇
四
）。

『
ゴ
ー
ル
と
口
紅
』…
…
①Gol &

 Gincu

、
②
バ
ー
ナ
ー
ド
・
チ
ョ
ウ

リ
ー
、
③
二
〇
〇
五
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
英
語
、
⑥

東
京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
五
）。

『
砂
利
の
道
』…
…
①Chem
m

an Chaalai

／T
he Gravel Road

、
②

デ
ィ
ー
パ
ク
・
ク
マ
ー
ラ
ン
・
メ
ー
ナ
ン
、
③
二
〇
〇
五
年
、
④
マ

レ
ー
シ
ア
、
⑤
タ
ミ
ル
語
、
⑥
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画

祭
（
二
〇
〇
五
）。

『
サ
ン
カ
ル
』…
…
①Sangkar

〔
鳥
か
ご
〕、
②
シ
ャ
リ
フ
ァ
・
ア
マ
ニ
、

③
二
〇
一
〇
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
⑥
京
都
マ
レ
ー
シ

ア
映
画
祭
（
二
〇
一
一
）。

『
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
・
デ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ー
』…
…
①T

he Sleeping 

D
ictionary

、
②
ガ
イ
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
、
③
二
〇
〇
三
年
、
④
ア
メ
リ

カ
、
⑤
英
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
二
〇
〇
三
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
一
九
五
七
年　

マ
ラ
ヤ
の
心
』…
…
①1957: H

ati M
alaya

、
②
シ
ュ
ハ

イ
ミ
・
バ
バ
、
③
二
〇
〇
七
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
英

語
、
華
語
、
⑥
未
公
開
。

『
タ
イ
ガ
ー
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
』…
…
①T

he T
iger Factory

／
虎
廠
、

②
ウ
ー
・
ミ
ン
ジ
ン
（
胡
明
進
）、
③
二
〇
一
〇
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、

日
本
、
⑤
北
京
語
、
広
東
語
、
マ
レ
ー
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二

〇
一
〇
）。

『
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ベ
ル
』…
…
①Chalanggai

／D
ancing Bells

、
②

デ
ィ
ー
パ
ク
・
ク
マ
ー
ラ
ン
・
メ
ー
ナ
ン
、
③
二
〇
〇
六
年
、
④
マ

レ
ー
シ
ア
、
⑤
タ
ミ
ル
語
、
マ
レ
ー
語
、
華
語
、
英
語
、
⑥
ア
ジ
ア

フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
七
）。

『
タ
レ
ン
タ
イ
ム
』…
…
①T

alentim
e

、
②
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ
マ
ド
、
③

二
〇
〇
八
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
英
語
、
マ
レ
ー
語
、
タ
ミ
ル
語
、

広
東
語
、
華
語
、
⑥
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
二
〇

〇
九
）。

『
闘
牛
師
』…
…
①Jogho

、
②
ウ
・
エ
イ
・
ビ
ン
・
ハ
ジ
サ
ア
リ
、
③
一

九
九
七
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
日
本
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
⑥
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ジ

ア
・
フ
ィ
ル
ム
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
一
九
九
七
）。

『
鳥
屋
』…
…
①
鳥
屋
／T

he Bird H
ouse

、
②
ク
ー
・
エ
ン
ヨ
ウ
（
邱

涌
輝
）、
③
二
〇
〇
六
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
福
建
語
、

華
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
六
）。

『
ハ
ッ
サ
ン
軍
曹
』…
…
①Sarjan H

assan

、
②
ラ
ン
ベ
ル
ト
・
ア
ヴ
ェ

リ
ャ
ー
ナ
、
③
一
九
五
八
年
、
④
マ
ラ
ヤ
連
邦
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
⑥
ア

ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
一
九
九
二
）。
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篠
崎
香
織
・
山
本
博
之
（
編
）（
二
〇
一
〇
）『
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
を
読
む 

①
『
レ
イ
ン
ド
ッ
グ
』』（
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
文
化
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）
マ

レ
ー
シ
ア
映
画
文
化
研
究
会
。

杉
野
希
妃
（
監
修
）・
山
本
博
之
（
編
）（
二
〇
一
一
）『
マ
ジ
ッ
ク
＆
ロ

ス
』
和
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
。

夏
目
深
雪
・
佐
野
亨
（
編
）（
二
〇
一
二
）『
ア
ジ
ア
映
画
の
森
―
―
新
世

紀
の
映
画
地
図
』
作
品
社
。

松
岡
環
（
一
九
九
七
）『
ア
ジ
ア
・
映
画
の
都
―
―
香
港
〜
イ
ン
ド
・
ム
ー

ビ
ー
ロ
ー
ド
』
め
こ
ん
。

門
間
貴
志
（
一
九
九
六
）『
ア
ジ
ア
映
画
に
み
る
日
本
２　

韓
国
・
北
朝

鮮
・
東
南
ア
ジ
ア
ほ
か
編
』
社
会
評
論
社
。

山
崎
朋
子
（
二
〇
一
二
）『
ア
ジ
ア
女
性
交
流
史　

昭
和
期
篇
』
岩
波
書

店
。

山
本
博
之
（
二
〇
〇
六
）『
脱
植
民
地
化
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
―
―
英
領

北
ボ
ル
ネ
オ
に
お
け
る
民
族
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会
。

山
本
博
之
・
篠
崎
香
織
（
編
）（
二
〇
一
〇
）『
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ
マ
ド
の

世
界
①
『
タ
レ
ン
タ
イ
ム
』』（
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
文
化
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
）
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
文
化
研
究
会
。

山
本
博
之
・
篠
崎
香
織
（
編
）（
二
〇
一
一
）『
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ
マ
ド
の

世
界
②
『
細
い
目
』『
グ
ブ
ラ
』『
ム
ク
シ
ン
』』（
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
文

化
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
文
化
研
究
会
。

山
本
博
之
・
篠
崎
香
織
（
編
）（
二
〇
一
一
）『
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ
マ
ド
の

世
界
③
『
ム
ア
ラ
フ
―
―
改
心
』『
ラ
ブ
ン
』『
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
』』（
マ

レ
ー
シ
ア
映
画
文
化
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
文
化
研
究
会
。

山
本
博
之
・
篠
崎
香
織
（
編
）（
二
〇
一
一
）『
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
の
新
潮

流
①　

タ
ン
・
チ
ュ
イ
ム
イ
『
愛
は
一
切
に
勝
つ
』『
夏
の
な
い
年
』』

（
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
文
化
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
文
化
研

究
会
。

四
方
田
犬
彦
（
二
〇
〇
九
）『
怪
奇
映
画
天
国
ア
ジ
ア
』
白
水
社
。

映
画
リ
ス
ト

『
Ｐ
Ｔ
Ｉ　

不
法
恋
愛
』…
…
①PT

I: Percintaan T
anpa Izin

、
②
ア

ブ
バ
カ
ル
・
エ
ラ
、
③
二
〇
〇
五
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー

語
、
⑥
未
公
開
。

『R
ain D

ogs

』…
…
①
太
陽
雨
〔
天
気
雨
〕
／Rain D

ogs

、
②
ホ
ー
・

ユ
ー
ハ
ン
（
何
宇
恒
）、
③
二
〇
〇
六
年
、
④
香
港
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

⑤
広
東
語
、
華
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
六
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販

売
。

『
ア
ド
ナ
ン
中
尉
』…
…
①Leftenan A

dnan

、
②
ア
ズ
ィ
ス
・
Ｍ
・
オ

ス
マ
ン
、
③
二
〇
〇
〇
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
英
語
、

日
本
語
、
⑥
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
一
）。

『
海
の
道
』…
…
①H

alaw

／W
ays of the Sea

、
②
シ
ャ
ロ
ン
・
ダ

ヨ
ッ
ク
、
③
二
〇
一
〇
年
、
④
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
⑤
タ
ガ
ロ
グ
語
、
ビ
サ

ヤ
語
、
タ
ウ
ス
グ
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
一
〇
）。

『
王
子
の
証
』…
…
①T

anda Putera

、
②
シ
ュ
ハ
イ
ミ
・
バ
バ
、
③
二

〇
一
二
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
⑥
未
公
開
。

『
オ
ラ
ン
・
キ
タ
』…
…
①O

rang K
ita

〔
私
た
ち
〕、
②
ア
ブ
バ
カ
ル
・
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『
ハ
ン
・
ト
ゥ
ア
』…
…
①H

ang T
uah

、
②
パ
ニ
・
マ
ジ
ュ
ダ
ム
ー
ル
、

③
一
九
五
六
年
、
④
マ
ラ
ヤ
連
邦
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
⑥
国
際
交
流
基
金

ア
セ
ア
ン
文
化
セ
ン
タ
ー
（
一
九
九
〇
）。

『
ビ
ッ
グ
・
ド
リ
ア
ン
』…
…
①T

he Big D
urian

、
②
ア
ミ
ー
ル
・
ム
ハ

マ
ド
、
③
二
〇
〇
三
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
英
語
、
広

東
語
、
福
建
語
、
タ
ミ
ル
語
、
⑥
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

祭
（
二
〇
〇
三
）、
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
二
〇

〇
四
）。

『
ベ
ー
ル
の
人
生
』…
…
①Selubung

〔
ベ
ー
ル
〕
／V

eil of Life

、
②

シ
ュ
ハ
イ
ミ
・
バ
バ
、
③
一
九
九
二
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー

語
、
⑥
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
一
九
九
三
）。

『
放
火
犯
』…
…
①K

aki Bakar

／T
he A

rsonist

、
②
ウ
・
エ
イ
・
ビ

ン
・
ハ
ジ
サ
ア
リ
、
③
一
九
九
四
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー

語
、
⑥
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
一
九
九
六
）。

『
細
い
目
』…
…
①Sepet

／Chinese Eye

、
②
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ
マ

ド
、
③
二
〇
〇
四
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
英
語
、
広
東

語
、
華
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
五
）。

『
ム
ア
ラ
フ
―
―
改
心
』…
…
①M

uallaf

〔
改
宗
者
〕
／T

he Convert
、

②
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ
マ
ド
、
③
二
〇
〇
七
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ

レ
ー
語
、
英
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
八
）。

『
ム
ク
シ
ン
』…
…
①M

ukhsin

、
②
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ
マ
ド
、
③
二
〇
〇

六
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
英
語
、
華
語
、
⑥
東
京
国
際

映
画
祭
（
二
〇
〇
六
）。

『
ラ
ブ
ン
』…
…
①Rabun

〔
か
す
み
目
〕
／M

y Failing Eyesight

、

②
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ
マ
ド
、
③
二
〇
〇
三
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ

レ
ー
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
六
）。

『
ラ
ス
ト
・
マ
レ
ー
ウ
ー
マ
ン
』…
…
①Perem

puan M
elayu T

erakhir

／T
he Last M

alay W
om

an

、
②
エ
ル
マ
・
フ
ァ
テ
ィ
マ
、
③
一
九

九
七
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
英
語
、
⑥
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー

カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
一
九
九
九
）。

『
レ
ダ
ン
山
の
王
女
』…
…
①Puteri Gunung Ledang

／T
he Princess 

of M
ount Ledang

、
②
ソ
ー
・
テ
オ
ン
ヒ
ン
（
蘇
倧
興
）、
③
二
〇
〇

四
年
、
④
マ
レ
ー
シ
ア
、
⑤
マ
レ
ー
語
、
⑥
未
公
開
。

著
者
紹
介

二
二
五
頁
に
掲
載
。

「
映
画
の
都
」

一
七
世
紀
以
降
に
オ
ラ
ン
ダ
が
東
南
ア
ジ
ア
の
交
易
を
独
占
す
る

な
か
で
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
ラ
ッ
フ
ル
ズ
は
『
マ
レ
ー
年

代
記
』
の
記
述
を
頼
り
に
オ
ラ
ン
ダ
の
支
配
が
及
ん
で
い
な
い
地
域

を
探
し
当
て
、
一
八
一
九
年
に
自
由
港
を
築
い
た
。
こ
れ
以
降
、
ス

リ
ー
ビ
ジ
ャ
ヤ
の
統
治
者
サ
ン
・
ニ
ラ
・
ウ
タ
マ
が
築
い
た
と
伝
え

ら
れ
る
シ
ン
ガ
プ
ラ
（
獅
子
の
都
）
は
、
マ
ラ
ヤ
や
ス
マ
ト
ラ
、

ジ
ャ
ワ
な
ど
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
地
域
に
お
け
る
錫
鉱
山
や
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
開
発
の
拠
点
と
し
て
栄
え
た
。
こ
の
地
域
で
事
業
を
行
う
実

業
家
や
彼
ら
に
雇
わ
れ
る
労
働
者
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
拠
点
に
マ

ラ
ッ
カ
海
峡
地
域
を
移
動
し
、
金
・
モ
ノ
・
情
報
を
や
り
取
り
し

た
。
と
り
わ
け
中
国
か
ら
の
人
の
流
れ
に
顕
著
だ
っ
た
。
彼
ら
は
厦

門
や
香
港
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
渡
り
、
そ
こ
で
華
人
ブ
ロ
ー
カ
ー

と
労
働
契
約
を
結
び
、
華
人
実
業
家
が
経
営
す
る
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
各

地
の
錫
鉱
山
や
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
散
ら
ば
っ
て
い
っ
た
。
彼
ら

は
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
地
域
で
次
の
仕
事
を
探
す
と
き
も
、
中
国
に
帰
る

と
き
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
拠
点
と
し
た
。
今
日
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

人
口
の
七
割
以
上
を
華
人
が
占
め
る
の
は
、
こ
う
し
た
背
景
に
基
づ

い
て
い
る
。
一
九
世
紀
半
ば
に
実
在
し
た
英
雄
ウ
ォ
ン
・
フ
ェ
イ
ホ

ン
を
描
い
た
『
ワ
ン
ス
・
ア
ポ
ン
・
ア
・
タ
イ
ム
・
イ
ン
・
チ
ャ
イ

ナ　

天
地
黎
明
』
は
、
国
外
へ
の
人
の
流
れ
を
め
ぐ
っ
て
動
揺
す
る

香
港
社
会
を
背
景
と
し
て
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
の
華
人
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
上
海

や
香
港
で
本
格
化
し
た
映
画
産
業
の
一
大
顧
客
だ
っ
た
。
映
画
を
観

る
た
め
の
ハ
ー
ド
で
あ
る
映
画
館
を
東
南
ア
ジ
ア
に
提
供
す
る
上
で

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
拠
点
と
す
る

シ
ョ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
社
と
キ
ャ
セ
イ
社
だ
っ
た
。
シ
ョ
ー
・
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
は
、
一
九
二
五
年
に
上
海
で
設
立
さ
れ
た
天
一
影
片
公
司
が

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
映
画
配
給
に
参
入
す
べ
く
一
九
三
〇
年
に
設
立

さ
れ
た
。
キ
ャ
セ
イ
は
、
大
実
業
家
ロ
ク
・
ユ
ー
の
資
産
を
息
子
の

ロ
ク
・
ワ
ン
ト
ウ
が
受
け
継
い
で
発
展
さ
せ
た
企
業
で
あ
る
。
両
社

は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
遊
園
地
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
な
ど
を
備
え
た
複
合

「成功」を支えるさまざまな
思いを掬い採る

篠崎香織

【シンガポール】


